
情報・通信とライフケアを中心に、グローバルに事業を展開するHOYA株式会社は、90年代
後半からSAP ERPを導入し、海外を含むグループ約120社で活用してきた。2013年末には
運用基盤をアマゾン ウェブ サービス（AWS）にマイグレーション。株式会社BeeXの支援のも
と、運用ノウハウを蓄積しながらパフォーマンスとコストの最適化を進め、グループ会社の増加
といった環境変化にも柔軟に対応している。
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外を含むグループ各社にスピード展開した。

財務部は2009年頃、SAP ERPの基盤をUNIX

からWindowsに移行するとともに、パブリック

クラウドを導入してハードウェアの制約を排除

し、コスト効率を高める体制を検討した。しかし

その時点で必要なハードウェアスペック、コスト

などを検討した結果、オンプレミス環境を採

用。

そして2013年、AWSへの移行を決断する。

複数のサービスの中からAWSを採用した理

由について、財務部 ITグループの守谷祥広氏

は次のように語る。

「SLAが明確に定義され、障害発生の情報も

少なく安心して利用できると判断しました。ま

た当時いち早くSAP ERPの稼働認定を取得

済みで、性能面での懸念も事前のPoCを実施

することでクリアしました」

HOYAは光学技術を軸に多角化を進め、半導

体やデジタル機器を支える最先端の情報・通信

分野から、メガネやコンタクトレンズ、内視鏡な

ど人々の生活を支えるヘルスケア分野で、さま

ざまな形で社会に価値を提供している。現在、

世界30カ国以上に約140の連結子会社を持

ち、海外の売上比率は70％に達している。

複数の異なる事業を展開する同社において、IT

システムの企画/開発/運用は各事業部の情報

システム部門が担っている。一方、グループ共通

の財務会計および連結会計のシステムについ

ては、財務部が本社および連結子会社全体を統

括。1997年にはSAP ERPを本社に導入し、海

クラウドへの移行と新たに追加したBCP/DR

環境の構築をわずか2カ月半で完了し、2013

年11月には本社やグループ会社を含むすべて

のSAP ERPがAWS上で稼動した。その効果に

ついて財務部 ITグループの金光和純氏は、次の

ように振り返る。「オンプレミス環境と比較して、

約50％～60％のコスト削減を実現できまし

た。また従量課金の保守サポートを採用したこ

とで運用維持費も軽減しています。さらに、

AWSの複数リージョンを活用したBCP/DR対

策も実現したことも大きな成果です」

移行後のインフラ運用については、BeeXのワ

ンストップ運用保守サービスを利用し、現在まで

機能強化や運用改善を重ねている。SAPシス

テムは現在、本番環境5（アジア、欧州、米国、連

結会計、資金管理）、開発・試験環境8の合計13

インスタンスの構成だ。

AWS上でのERP運用を開始したHOYAにとっ

て、思わぬ誤算もあった。開発機や検証機では

従量課金のオンデマンド利用が有効だが、本番

機のようにリソースが緩やかに増えていくケー

スでは、長期コミットで割引率が高くなる「リ

ザーブドインスタンス（RI）」のメリットが大きい。

契約期間は1年/3年から選べて長期契約ほど

割引率は高くなるが、当時、契約期間中はインス

タンスが変更できないといった制約があった。

「投資効果を考えてリザーブドインスタンス

（RI）を3年契約で採用し、確かにコストメリット

は得られました。しかし契約期間中、AWSから

新しいインスタンスがリリースされても、3年間

は新インスタンスへ乗り換えられませんでし

た」（守谷氏）

3年契約終了後、新たなインスタンスに乗り換

えた。インスタンスの変更自体は管理画面上か

ら設定するだけで終了したという。

「新構成への変更もBeeXに依頼しました。それ

までの運用実績からI/O性能、CPUスペック、メ

モリー、ディスク容量などを分析してサイジング

を行い、さらに今後の事業成長なども考慮して、

最もコストパフォーマンスの高い構成案を提案

していただきました」（守谷氏）

新構成の採用により、インフラコストの最適化

は一気に進んだ。金光氏は「約10％のコスト削

減ができました。最初の移行時からは連結子会

社の数が20社近く増えてトランザクションの量

が増加していますが、パフォーマンスを落とすこ

となくコストが削減できています」と語る。イン

スタンスの性能分析レポートはBeeXから毎月

提供され、随時チェックしながら必要があれば対

応を依頼している。

AWSに移行してからも、HOYAではさまざまな

課題に対応してきた。

同社はAWSのユーザーコミュニティに参加し

て最新情報を収集し、BeeXからも随時情報提

供や改善提案を受けている。また、BeeXから提

供されるAWS上のシステム運用に関する

SOC1レポートも、監査対応に役立っている。

「SAP ERPはもちろん、それ以外のシステムに

関しても、AWSの運用に関することはひととお

りBeeXに任せることができ、コスト低減や運用

の高度化に関する提案も含め、非常に頼りにし

ています。その分、社内ではアプリケーションの

保守や、本来の会計に関する業務など、付加価

値の高い領域に注力できます。IT監査について

もAWSとBeeXから提供されるSOC1レポー

トをそのまま活用できるため、我々はアプリ

ケーション部分の監査レポートの作成に集中で

きるようになりました」（金光氏）

HOYAは今後、情報分析機能用にインスタンス

を追加し、タイムリーに情報を提供していく予定

だ。守谷氏は「財務データや非財務データなどを

利用し、ユーザー主導で分析ができる環境を構

築していきたいと思います」と展望を述べる。ま

た、将来的にはBeeXとともにAIや機械学習など

の新しいテクノロジーを活用し、システム運用を

自動化/高度化していく構想も描いている。

HOYAがAWSの利用を決断した2013年当

時、日本企業の多くはパブリッククラウド上での

SAPシステム稼動に踏み切っていなかった。し

かし同社はいち早くAWSに移行し、試行錯誤し

ながらインフラコストを低減してきた。そのチャ

レンジの過程は、これから続く企業にとって大い

に参考になるはずだ。

インフラコストの最適化を目指して
AWSの活用を決断

SAP基幹クラウド運用保守サービス導入事例

リザーブドインスタンス（RI）の採用と
継続的なインスタンス構成の見直し

SOC1レポートの提出

安価なDR運用環境構築と、定期的な
災害対策テスト実施による確実性担保

1コスト削減

監査対応の負荷低減

効果的な災害対策

2

3

1

2

3

創立

資本金

売上高（連結）

従業員数（連結）

URL 

：1941年11月1日

　（設立：1944年8月23日）

：62億6,420万1,967円

：4,789億2,700万円

　（2017年3月期）

：3万5,752名

　（2017年3月31日現在）

：http://www.hoya.co.jp/

HOYA株式会社

HOYA様のSAPに関する課題 AWSによる解決



外を含むグループ各社にスピード展開した。

財務部は2009年頃、SAP ERPの基盤をUNIX

からWindowsに移行するとともに、パブリック

クラウドを導入してハードウェアの制約を排除

し、コスト効率を高める体制を検討した。しかし

その時点で必要なハードウェアスペック、コスト

などを検討した結果、オンプレミス環境を採

用。

そして2013年、AWSへの移行を決断する。

複数のサービスの中からAWSを採用した理

由について、財務部 ITグループの守谷祥広氏

は次のように語る。

「SLAが明確に定義され、障害発生の情報も

少なく安心して利用できると判断しました。ま

た当時いち早くSAP ERPの稼働認定を取得

済みで、性能面での懸念も事前のPoCを実施

することでクリアしました」

HOYAは光学技術を軸に多角化を進め、半導

体やデジタル機器を支える最先端の情報・通信

分野から、メガネやコンタクトレンズ、内視鏡な

ど人々の生活を支えるヘルスケア分野で、さま

ざまな形で社会に価値を提供している。現在、

世界30カ国以上に約140の連結子会社を持

ち、海外の売上比率は70％に達している。

複数の異なる事業を展開する同社において、IT

システムの企画/開発/運用は各事業部の情報

システム部門が担っている。一方、グループ共通

の財務会計および連結会計のシステムについ

ては、財務部が本社および連結子会社全体を統

括。1997年にはSAP ERPを本社に導入し、海

HOYA株式会社
財務部　ITグループ

金光 和純 氏

HOYA株式会社
財務部　ITグループ

守谷 祥広 氏

クラウドへの移行と新たに追加したBCP/DR

環境の構築をわずか2カ月半で完了し、2013

年11月には本社やグループ会社を含むすべて

のSAP ERPがAWS上で稼動した。その効果に

ついて財務部 ITグループの金光和純氏は、次の

ように振り返る。「オンプレミス環境と比較して、

約50％～60％のコスト削減を実現できまし

た。また従量課金の保守サポートを採用したこ

とで運用維持費も軽減しています。さらに、

AWSの複数リージョンを活用したBCP/DR対

策も実現したことも大きな成果です」

移行後のインフラ運用については、BeeXのワ

ンストップ運用保守サービスを利用し、現在まで

機能強化や運用改善を重ねている。SAPシス

テムは現在、本番環境5（アジア、欧州、米国、連

結会計、資金管理）、開発・試験環境8の合計13

インスタンスの構成だ。

AWS上でのERP運用を開始したHOYAにとっ

て、思わぬ誤算もあった。開発機や検証機では

従量課金のオンデマンド利用が有効だが、本番

機のようにリソースが緩やかに増えていくケー

スでは、長期コミットで割引率が高くなる「リ

ザーブドインスタンス（RI）」のメリットが大きい。

契約期間は1年/3年から選べて長期契約ほど

割引率は高くなるが、当時、契約期間中はインス

タンスが変更できないといった制約があった。

「投資効果を考えてリザーブドインスタンス

（RI）を3年契約で採用し、確かにコストメリット

は得られました。しかし契約期間中、AWSから

新しいインスタンスがリリースされても、3年間

は新インスタンスへ乗り換えられませんでし

た」（守谷氏）

3年契約終了後、新たなインスタンスに乗り換

えた。インスタンスの変更自体は管理画面上か

ら設定するだけで終了したという。

「新構成への変更もBeeXに依頼しました。それ

までの運用実績からI/O性能、CPUスペック、メ

モリー、ディスク容量などを分析してサイジング

を行い、さらに今後の事業成長なども考慮して、

最もコストパフォーマンスの高い構成案を提案

していただきました」（守谷氏）

新構成の採用により、インフラコストの最適化

は一気に進んだ。金光氏は「約10％のコスト削

減ができました。最初の移行時からは連結子会

社の数が20社近く増えてトランザクションの量

が増加していますが、パフォーマンスを落とすこ

となくコストが削減できています」と語る。イン

スタンスの性能分析レポートはBeeXから毎月

提供され、随時チェックしながら必要があれば対

応を依頼している。

AWSに移行してからも、HOYAではさまざまな

課題に対応してきた。

同社はAWSのユーザーコミュニティに参加し

て最新情報を収集し、BeeXからも随時情報提

供や改善提案を受けている。また、BeeXから提

供されるAWS上のシステム運用に関する

SOC1レポートも、監査対応に役立っている。

「SAP ERPはもちろん、それ以外のシステムに

関しても、AWSの運用に関することはひととお

りBeeXに任せることができ、コスト低減や運用

の高度化に関する提案も含め、非常に頼りにし

ています。その分、社内ではアプリケーションの

保守や、本来の会計に関する業務など、付加価

値の高い領域に注力できます。IT監査について

もAWSとBeeXから提供されるSOC1レポー

トをそのまま活用できるため、我々はアプリ

ケーション部分の監査レポートの作成に集中で

きるようになりました」（金光氏）

HOYAは今後、情報分析機能用にインスタンス

を追加し、タイムリーに情報を提供していく予定

だ。守谷氏は「財務データや非財務データなどを

利用し、ユーザー主導で分析ができる環境を構

築していきたいと思います」と展望を述べる。ま

た、将来的にはBeeXとともにAIや機械学習など

の新しいテクノロジーを活用し、システム運用を

自動化/高度化していく構想も描いている。

HOYAがAWSの利用を決断した2013年当

時、日本企業の多くはパブリッククラウド上での

SAPシステム稼動に踏み切っていなかった。し

かし同社はいち早くAWSに移行し、試行錯誤し

ながらインフラコストを低減してきた。そのチャ

レンジの過程は、これから続く企業にとって大い

に参考になるはずだ。

AWSとBeeXから提供される
SOC1レポートで監査業務を効率化

AWS上に管理会計用の
インスタンスを追加して
予実分析の実現へ

長期割引のインスタンス変更により
インフラコストを約10％削減
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